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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

パ
ク
ー
の
完
全
養
殖

今
季
も
順
調
に
ス
タ
ー
ト

レ
ダ
基
地
で
初
め
て
パ
ク
ー
の
人
工
孵
化
に
成
功
し
た
の

は
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
三
十
日
。
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
ほ
と

ん
ど
な
い
ア
ル
ト
・
パ
ラ
グ
ア
イ
地
域
に
お
い
て
、
大
掛
か

り
な
恒
温
槽
や
浄
水
設
備
を
用
い
ず
、
人
工
孵
化
と
稚
魚
の

育
成
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
専
門
家
の
目
に
も
画
期
的
な
こ

と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
七
年
。
レ
ダ
の
パ
ク
ー
人
工
孵
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
完
全
に
確
立
し
、
毎
年
十
二
月
～
一
月
の
繁
殖
期
に
人
工

孵
化
を
行
い
、
五
月
上
旬
に
は
稚
魚
の
放
流
を
実
行
し
て
き

ま
し
た
。
専
門
家
の
マ
グ
ノ
教
授
を
幾
た
び
も
派
遣
し
て
く

れ
た
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
全
面
協
力
、
レ
ダ
基
地
ス
タ
ッ

フ
の
文
字
通
り
不
眠
不
休
の
努
力
、
そ
し
て
世
界
各
地
の
皆

様
に
よ
る
継
続
的
な
ご
支
援
、
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
尽
力
の

賜
物
が
レ
ダ
の
パ
ク
ー
で
す
。

完
全
養
殖
に
あ
た
っ
て
極
め
て
重
要
な
の
が
、
優
良
な
母

魚
と
父
魚
を
準
備
す
る
こ
と
で
す
。
現
在
レ
ダ
基
地
で
は
、

選
別
し
た
親
魚(

候
補)

を
専
用
の
養
殖
池
で
育
成
し
て
い
ま

す
が
、
不
本
意
に
も
昨
シ
ー
ズ
ン
は
願
わ
し
い
親
魚
を
得
る

こ
と
が
で
き
ず
、
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
レ
ダ
基
地
ス
タ
ッ
フ
は
、
提
唱
者
文
総
裁
夫
妻
か

ら
教
え
ら
れ
た
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
精
神
を
も
っ
て
、
ハ
ン
デ
ィ

を
克
服
し
て
さ
ら
に
発
展
し
よ
う
と
、
そ
の
五
月
に
は
例
年

通
り
、
パ
ク
ー
稚
魚
の
放
流
式
を
行
い
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ポ

市
と
近
隣
の
村
々
か
ら
学
生
と
教
師
を
招
い
て
、
養
殖
池
の

稚
魚
を
追
い
込
み
、
水
揚
げ
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
に
放
流
す

る
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
自
ら
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

学
習
と
啓
蒙
の
意
味
合
い
の
濃
い
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
レ

ダ
に
来
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
土
地
の
素
晴
ら
し
さ
に
初
め

て
気
づ
い
た
と
い
う
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
季
は
順
調
に
10
万
匹
以
上
の
パ
ク
ー
を
孵
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
味
に
う
る
さ
い
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
も
「
レ
ダ
の
パ
ク
ー
は
美
味
し
い
」
と
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
品
質
を
維
持
し
、
よ
り
低
コ
ス
ト
で

の
量
産
化
を
目
指
し
て
、
レ
ダ
基
地
ス
タ
ッ
フ
の
地
道
な
努

力
が
日
々
続
い
て
い
ま
す
。

養殖池で網を引く、(左より)上山氏、図師氏、大山氏、滝川君。12月19日

育った稚魚を養殖池に入れる。12月27日 母魚から卵を取り出す。12月20日 より優れた親魚を選び出す。12月19日



レダ基地スナップ

中田実氏(ライフジャケット着用)を歓送。12月12日 第2回パラグアイ先住民40日研修会のレダ日程が終了。12月13日

タロイモの苗を植え付ける。縦列も横列も真っ直ぐに。12月14日 きょうも元気なブタランドの豚たち。12月24日

花木を剪定する図師氏。12月22日 水落氏が窓の網戸を製作・設置。12月 タロイモのお餅を作る小橋氏。1月1日

大山氏を歓送する。12月26日 国からPCを受賞した優秀学生。 毎週日曜日の晩、従業員に講義をする岩澤所長。12月22日

図師氏が釣った淡水コルビーナ。 美味しいタロイモ餅。

竹内君を歓迎する。1月10日



Ｑ
：
レ
ダ
で
担
当
し
た
こ
と
は
？

Ａ
：
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
研
究
で
す
。
当
初
は
、
レ
ダ

に
一
緒
に
来
た
友

谷
君
と
二
人
で
、

前
任
者
の
水
田
展

聖
君
か
ら
研
究
を

引
き
継
ぎ
、
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の

後
、
友
谷
君
が
青

年
奉
仕
隊
に
加
わ

り
、
９
月
６
日
に

レ
ダ
を
発
た
れ
て

か
ら
は
、
一
人
で

エ
ビ
の
養
殖
を
担

当
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
レ
ダ
か
ら
受

け
た
印
象
は
？

Ａ
：
思
っ
て
い
た

よ
り
環
境
が
整
っ

て
い
た
こ
と
、
自

然
が
雄
大
で
、
食

事
も
美
味
し
く
、

心
身
と
も
に
健
康

的
な
生
活
が
送
れ

る
所
だ
と
い
う
こ

と
。
毎
日
充
実
し

た
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
幸
せ

に
過
ご
せ
ま
し
た
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
最
も
苦
心
し
た
こ
と
は
？

Ａ
：
孵
化
し
た
幼
生
は
、
約
40
日
間
の
ゾ
エ
ア
期
を
経
て
、

ポ
ス
ト
ラ
ー
バ
と
い
う
稚
エ
ビ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で

急
死
す
る
幼
生
も
あ
り
、
無
事
に
ポ
ス
ト
ラ
ー
バ
に
な
る
ま

で
育
て
る
こ
と
が
最
も
大
変
で
し
た
。
は
じ
め
レ
ダ
に
来
た

と
き
は
１
か
月
間
だ
け
レ
ダ
で
奉
仕
し
、
そ
の
後
は
青
年
奉

仕
隊
に
加
わ
る
予
定
で
し
た
。
け
れ
ど
も
人
員
の
少
な
い
レ

ダ
の
事
情
が
あ
っ
て
、
僕
が
残
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

僕
に
決
断
力
が
つ
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
パ
ラ
グ
ア
イ

に
残
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

３
か
月
間
、
本
当
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
最
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
：
神
様
が
創
造
さ
れ
た
大
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
、
そ
の
中
に
あ
る
神
様
の
愛
を
体
験
し
た
こ
と
で
す
。

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
て
、
毎
日
リ
ア
チ
ョ
の
奥
ま
で
自
転
車

で
ワ
ニ(

パ
ラ
グ
ア
イ
カ
イ
マ
ン)

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
連

続
50
日
以
上
に
な
り
ま
す
。
徐
々
に
ワ
ニ
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
正
面
か
ら
１
ｍ
ま
で
接
近
し
、
背
後

か
ら
尾
を
触
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
ピ
ラ
ニ
ア
や

ピ
ン
タ
ー
ド
を
釣
っ
た
こ

と
も
、
楽
し
い
経
験
で
す
。

(

編
注
：
パ
ラ
グ
ア
イ
カ
イ
マ

ン
は
、
比
較
的
お
と
な
し
い

性
質
の
ワ
ニ
で
す
が
、
気
軽

に
真
似
し
な
い
で
く
だ
さ
い)

Ｑ
：
将
来
の
抱
負
は
？

Ａ
：
レ
ダ
の
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
見
て
、
こ
れ
は

絶
対
に
失
わ
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
本

職
と
す
る
か
は
別
と
し
て
、

自
然
を
保
護
す
る
活
動
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
日
本
の
皆
様
へ
ひ
と

言
、
何
で
も
ど
う
ぞ
。

Ａ
：
人
生
の
転
換
点
を
探

し
て
い
る
方
、
壁
に
直
面

し
て
い
る
方
は
、
限
り
な

く
大
き
な
神
の
造
ら
れ
た

大
自
然
に
触
れ
る
こ
と
を

お
奨
め
し
ま
す
。
今
迷
っ

て
い
る
青
年
は
、
こ
こ
レ

ダ
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
！

連
続
50
日
以
上
、
ワ
ニ
を
見
に
行
き
ま
し
た

加
藤
誠
隆
（
か
と
う
せ
い
り
ゅ
う
）
君
は
、
昨
年
７
月
22
日

か
ら
10
月
11
日
ま
で
、
レ
ダ
基
地
に
お
い
て
奉
仕
活
動
に
励

み
ま
し
た
。
は
じ
め
友
谷
将
明
君
と
と
も
に
、
後
に
は
一
人

で
エ
ビ
の
養
殖
研
究
を
担
当
し
ま
し
た
。
千
葉
県
出
身
、
21

歳
。
爬
虫
類
や
両
生
類
を
は
じ
め
、
動
物
が
大
好
き
で
す
。

奉仕隊を相手に、養殖場のガイドを務める。 友谷君(左)とともに、エビ養殖研究室にて。

ついにパラグアイカイマンの真正面1mまで接近に成功。加藤君自身がスマホで撮影した。2019年9月

自身の歓送会で語る加藤君。10月10日 見事な歯並びのピラニアと青年たち。



第
二
十
一
回
一
日
特
別
研
修
会
ご
案
内

春
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
（
ワ
ン
デ
イ
セ
ミ

ナ
ー
）
を
、
左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
研
修
会
場
は
、

先
回
と
同
じ
セ
ン
タ
ー
棟
四
階
、
四
〇
三
室
で
す
。

日
時
：
三
月
二
十
八
日
（
土
）
十
時
受
付
、
五
時
終
了
予
定

会
場
：
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
棟
四
階(
小
田
急
線
参
宮
橋
駅
徒
歩
七
分
、
ま
た
は

渋
谷
駅
西
口
40
番
乗
場
よ
り
バ
ス
、
代
々
木
五
丁
目
下
車)

参
加
費
：
二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）
当
日
受
付
に
て

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

下
記
の
当
法
人
事
務
局
宛
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。(

応
募
用
紙
の

請
求
も
同
事
務
局
へ)

共
催
：
一
般
社
団
法
人

南
北
米
福

地
開
発
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
球

の
緑
を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
（予
定
）

●
「
レ
バ
レ
ン
ド
・
ム
ー
ン
の
思

想
と
レ
ダ
開
発
」
講
師
：
柴
沼
邦

彦=

当
法
人
理
事

●
「
レ
ダ
と

日
本
に
お
け

る
植
樹
活
動
」

講
師
：
高
津

啓
洋=

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
球
の

緑
を
守
る
会

代
表
理
事

●
「
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望(

仮)

」

講
師
：
中
田
欣
宏=

当
法
人
代
表
理
事

●
プ
レ
ゼ
ン
：
島
田
賢
二
青
年
局
長

●
レ
ポ
ー
ト
：
レ
ダ
基
地
か
ら
最
近
帰

国
し
た
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
基
地
ス

タ
ッ
フ
な
ど
に
よ
る
体
験
報
告
。

●
分
科
会
：
各
講
師
を
囲
ん
で
、
質
疑

応
答
、
感
想
発
表
ほ
か
、
親
し
く
懇
談

す
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
E-メール:office@asd-nsa.com
ホームページ:https://asd-nsa.com
Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア(

W
A
R
M

S
H
A
R
E
)

と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

人
が
複
数
集
ま
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
暖
房
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約

し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
地
球
温
暖
化
を
抑
制
す

る
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
一
環
と
し
て
、
環
境
省

が
奨
励
し
て
い
る
あ
の
手
こ
の
手
の
方
策
が
あ
り
ま
す
。

以
下
、
環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
引
用
で
す
。

家
庭
や
ご
近
所
で
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア

家
族
や
ご
近
所
ど
う
し
が
ひ
と
つ
の
部
屋
・
場
所
に

集
ま
っ
て
過
ご
せ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
せ
る

だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
り
ま
す
。

家
族
が
集
ま
り
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア

家
族
が
別
々
の
部
屋
で
暖
房
を
使
う
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

多
く
消
費
し
て
し
ま
い
ま
す
。
み
ん
な
が
ひ
と
つ
の
部
屋
に

集
ま
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
深
ま
り
ま
す
。

鍋
で
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア

み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
部
屋
に
集

ま
っ
て
鍋
を
楽
し
め
ば
、
心
も
か

ら
だ
も
あ
た
た
ま
り
ま
す
。
地
元

の
食
材
を
選
べ
ば
、
地
域
も
元
気

に
な
り
ま
す
ね
。

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
で
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア

仲
間
ど
う
し
、
自
分
の
部
屋
の
暖
房
を
止
め
て
集
ま
り
ま

し
ょ
う
。
お
財
布
に
負
担
を
か
け
ず
、
楽
し
く
過
ご
す
の
は

い
か
が
で
す
か
。

ま
ち
で
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア

家
庭
の
暖
房
を
止
め
て
ま
ち
に
出
る
だ
け
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
減
ら
せ
ま
す
。
公
共
施
設
等
で
ゆ
っ
た
り
と
あ
た
た

か
く
過
ご
す
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、

銭
湯
に
行
く
こ
と
や
飲
食
店
に
出
か
け
て
楽
し
む
の
も
ウ
ォ
ー

ム
シ
ェ
ア
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
こ
と
で
、
ま
ち

も
元
気
に
な
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

家
庭
の
暖
房
を
止
め
て
き
た
人
に
、
あ
た
た
か
く
楽
し
く

過
ご
せ
る
場
所
や
サ
ー
ビ
ス
（
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
特
典
）
を

ご
提
供
い
た
だ
け
る
施
設
や
お
店
な
ど
で
す
。

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。
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